研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　南山苑　2階AG　　職　種　介護福祉士　　氏　名　西井真紀

	期　　間　平成25年8月5日　～　平成25年11月1日

	出張目的　青森県認知症実践者研修

	出 張 先　青森県八戸市総合福祉会館　２階　多目的ホール

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


この研修に参加する前は、介護というものはただ漠然とケアをすればいいとだけ思い業務にあたっていました。この人は認知症だからこう言えばいいんだという決め付けや、周りの職員と同じような対応やコミュニケーションの仕方で、話を聞いて完結したつもりでいた事に気が付きました。

今回物盗られ妄想の方について取り組んでみて、何かしらの不安があったという事もあるが話を聞き一緒に探すという事、声掛やその人自身に寄り添って何をしてあげれば不安や不満を少しでも軽減する事が出来るのかという事について考えました。利用者に対し毎日何気なくかけている声掛けは、その人自身の訴えを聞かずに行動を止めていた事になり余計に不安や不満を与えていた事だと気付きました。その人が何を考えているのか、日常の何気ないコミュニケーションの中から気付いていく事、寄り添って一緒に考える事が私には足りていなかったのだと思います。その事を考えながら利用者の話を傾聴し向き合い、少しでもこの人といれば気が休まるなと思ってもらえるよう援助していく事が今後の私の課題なのだと思います。

第1日目：認知症介護研修事業の目的及び認知症介護実践者研修の目的について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県認知症介護指導者　鈴木　奏　氏

○認知症介護研修事業のねらい…１、認知症介護の推進し介護現場において介護の質の向上を目指す

中核的役割を担う人材を育てる。

　　　　　　　　　　　　　　　２、認知症高齢者が「能力に応じて自立した生活を送る」ために支援について、考え方や方法・技術を学ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　３、居宅・施設にとらわれず、限定されない地域ケアとしての認知症介護のあり方を学ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　４、研修の成果が、介護現場で直接実践できるものとする。

○認知症介護事業の特徴…個人の質向上≠事業所の質向上

　　　　　　　　　　　　①リーダー養成＋それを支えるスタッフ養成をセットで行う。

　　　　　　　　　　　　→内容の一貫性をもつこと。

　　　　　　　　　　　　②演習を目的とした「自分で考える教育」を行う。

　　　　　　　　　　　　→技能・知識だけではなく動機や態度も育成する。

　　　　　　　　　　　　③実践研修を支える指導者を養成する。

　　　　　　　　　　　　→やればいいという研修にしない、常に見直し・新しいものを現場の指導者が伝えることの意義。経験側だけではない客観性のある指導。

○認知症高齢者がその有する能力に応じて自立した生活を営む事を支援できる人。

１、出来る事・やってきた事・興味・関心あること。

２、出来る事を尊重し、応援し、できない事をサポートして暮らしを実現できるようにする。

○個々の高齢者の出来る事や出来ない事を見極め、出来ない事をサポートし出来る事を応援しながらだ

だ生きるためだけの人生ではなく、豊かな暮らしの実現を手伝える。

第1日目：認知症に関する医学知識・心理理解

青森県立つくしが丘病院　院長　堀内　雅之　氏

○「認知症とは」一般に「脳の器質性障害によって一度発達した知能が広範に継続的に低下した状態」一度罹患すると治らないとされたが診断や治療の進歩などにより慢性硬膜下血腫や正常圧水頭症による認知症の状態など回復可能な場合も多くなりその定義は変更されうるといえる。

1日目：「認知症高齢者の家族の理解」

公益社団法人認知症の人と家族の会

青森県支部世話人代表　石戸　育子　氏

○昔のでは、認知症の患者は家の中に隠しておこうとしたり、公共の場に出さない事があたりまえのような考えがあった。現在では、色々な施設があり、サービスも充実している中で、在宅や地域の中で見守ろうという傾向になってきている。

第1日目：「生活の捉え方」

青森県認知症介護指導者　鈴木　奏　氏

○生活障害としての認知症の理解

１、中核症状である記憶や見当識の障害、実行機能障害がいかに認知症高齢者の生活を暮らしにくくさせているか。

２、徘徊・妄想・攻撃的行動などのＢＰＳＤ症状（行動臨時症状）

　　不可解と思える言動に本人にとっては意味がある。内的世界を理解する事が重要である。

３、客観的事実にばかり目を向け現実世界の対処では本人の混乱を助長するばかりである。

４、普段どんな生活をしてきたのかが基本となる。

○介護とは…１、気づく事・感じる事（相手の身になって感じる）

　　　　　　２、気持ちに寄り添う事

　　　　　　３、待つ事⇒安心・信頼へつながる

　　　　　　４、主体性のある生活、今日の一日が明日にどうつながっていくのかが重要となる。

第２日目：「生活の質の保障とリスクマネジメント」

青森県認知症介護指導者　池田　哲人　氏

○福祉サービスの基本理念…「個人が尊厳をもってその人らしい自立した生活が送れるように支える」

　　　　　　　　　　　　　　福祉施設や事業所の独自の工夫や組み合わせに任せてきたが、ここで基本的な指針が必要になってきた。

「安全・安心＝本人の気持ち」

○法令遵守は尊厳を支える（権利を護る為に法令がある）

○尊厳を支える専門性＝私達も社会資源

○感情労働者＝うまくストレスをセルフケアできる

↓

利用者の「生活の質＝人権」を護る事が出来る仕組みが違う。

第２日目：「意志決定支援と権利擁護」

青森県認知症介護指導者　池田　哲人　氏

○人権とは…人間が人間である事により誰にでも当然有しており決して侵してはならない権利の事。考え方の中心にあるのは「個人の尊厳」である。

　　　　　　支援や介護が必要な状況であっても利用者は人格的に独立した存在であると認識する事が重要である。

社会福祉法、介護保険法、成年後見制度、日常生活自立支援事業、苦情解決、オンブズマン、サービス評価、身体拘束禁止、安全配慮義務、個人情報保護法

第２日目：「認知症介護の基本理念の構築」

青森県認知症介護指導者　竹ノ子　和男氏

○基本の理念の重要性

方向性を示しているものがあるということは？

「基本理念」…自らの行動を選択する際の基準

○基本理念の構成

①認知症の人の望ましい生活像

②本人主体（利用者主体）の考え方

③介護サービスの態度・方法・内容

個人

チーム→「介護について」→「現状を評価」→より良い方法へもっていく事。

組織

第３日目：「認知症高齢者と理解に基づいた生活のアセスメントと支援」

青森県認知症介護指導者　鈴木　奏　氏

○生活支援の介護とは…過去・現実・未来へと人が生きる事を支える事

（主体的に生きられるよう支援する事）

　過去はこれからのケアのヒントとなる。

○介護理念と介護目標

・介護理念のキーワード

「自立支援」「主体性の尊厳」「ＱＯＬの向上」「尊厳の保持」

○センター方式とは？

１、その人らしいあり方

２、その人の安心・快

３、暮らしの中で心身の力の発揮

４、その人にとっての安心・健やかさ

５、なじみの暮らしの継続（（環境・関係・生活）

○センター方式のねらい

・認知症の人が最後まで尊厳のある生活を送れるよう支援する為、利用者本位のケアを継続的に展開する為に使用する事。

・利用者本位の視点に立った認知症ケアを普及するための教育的な効果と地域のサービスの提供者の協働・連携の促進

第３日目：「コミュ二ケーション（基礎）」

青森県認知症介護指導者　森　忠義氏

○コミュ二ケーション

こちらの意志⇔相手の意志

※自分が思っているだけではコミュ二ケーションとは言えない。

理解しあっているかどうかが重要である。

○コミュ二ケーションをとる上で基本な事

１、傾聴…言葉の奥にある相手の気持ちまでに耳を傾けながら聞くことが大切。

２、共感…対人援助の基本的な事。共感と同情は違う。相手が基準となる。

３、自己開示…相手の心が開くときを傾聴しながら待つ事が大切。

○コミュニケーションの手段はいろいろある。

・会話、筆談、手話、ジェスチャー、表情、視線。

・言語的コミュニケーション、準コミュニケーション、非言語的コミュニケーション。

第４日目「自己課題設定」とコミュ二ケーション（応用）

青森県認知症介護指導者　森　忠義氏

○演習の内容＝ロールプレイング～その状況に入り込み、どう感じるかが大切となる。

１、基本動作や基本技術を取得する

２、場面動作や基本動作を取得する

３、与えられた役割を演じ他人の立場になる事で自分の行為を見直す

４、気づきを促し、態度や行動の変容をねらう

５、新しい視点を発見する事で問題解決の糸口をつかむ

○外部実習：１日　「コミュニケーション技法の実践」

実習先：特別養護老人ホーム　サンシャイン 

担当者：青木　智久

9:30  オリエンテーション、施設案内、概要説明、施設実習のねらい、目的確認

10:00  情報収集、ケア実習

12:00  昼食

12:30  休憩

13:30  ディスカッション、実習計画素案作成

15:00  振り返り、記録

17:00  実習終了

○職場研修：４週間　「演習において設けた『実習課題』に沿った実習の展開」

実習先：介護老人施設　南山苑　２階

○実習のまとめ・報告会「実習課題の整理と自己評価」

この報告会では、各所属施設で行ってきた自己課題研究の発表やそれに対しての質問・評価を行いました。自分の取り組みを第三者の視点から捉え、質問や評価をしてもらう事で当事者には見えにくい部分を照らし出す事が出来たと思います。また、当日は実習先の担当ファシリテーターも来ており、実際に現場で展開してみての質疑応答を受けました。介護とは自分一人だけで利用者様と関わるのではなく、多様な視点から捉えて関わっていく必要があり、その「気付き」を今回の研修では学ぶ事が出来た様に感じます。
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